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中村喜四郎科学 技術庁 長官本所 を視察
中村喜四郎科学技術庁長官は，筑波地区の科学
技術庁関係機関の視察の一 環 とし て， 7 月3 日に





12月頃から活発な地震活動が続いて い る 。陸上の
関東 ・東海地域 に展開する地震観測網による と，
1989年3 月 には新島近海でM4. 2の地震が発生し ，
余震が少 なく とも13個観測 さ れた。
こ の た め，本海域 に おけ るフ ィリ ピン 海プ レー
ト の変形に伴っ て発生して い ると 考えら れる地震
活動の調査 を 目 的 とし て， 6 月20日 から 23 日の間
に，図の海域 に8 台の自己浮上式海底地震計を布
設 し，海底地震観測 を開始 し た。
こ れ ら の海底地震計は，約 1 ヵ 月間観測 を行っ
た後，船上か らの超音波の指令によ り，自 動的 に
ア ンカー を切り 離し ，海面に 自 己浮上す る。そ の
後，浮上した海底地震計を回収 し ，記録の解析 を
行 う 。




く 本 号 の 主 な ニ ュ ー ス ＞
中村喜四郎科学技術庁長官視察 く 1 面＞ 斜面保全 に関する 中国 との共同研究 < 3 面＞
伊豆半島南方沖で海底地震観測 く 1面＞ 並列計算機を用いた災害予測モデル研究< 3 面＞




発地震活動は，7月 5日 2 時28分に，網代で震度







図4は ， 1989年 3月 から静岡伊東市川奈で開始
した傾斜観測（深さ100m)の， 5月 1日から6月
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(1988. 7. 9) 
図3 震央分布および東西断面図
(1 989. 7. 1 7. 5)  
図2 震央分および東西断面図



































































1989. 6. 8-10. 7 Vimala Rrasad Singh（ イン
ド：ハナラス・ヒンズ ー大学地球物理 科助手）日
本学術振 興会の インド科学アカデミー との科学者
交流事業による，地震予知研究実施のため







｀ マグニチュード(M) 4 以上の地震は全部で5 個
観測された。これらは全て海域で発生している。
最大地震は， 6月1日13時39分， 北茨城沖・深さ
10km に 発生した M5.2の地震である。
他の 4個の地震は以下のようである。 6月 3 日 6
時38分，いわき沖60 km , 深さ 1 km, M4.1 ; 
12日5 時 3 分，房総半島太東崎沖10 km, 深さ69
km, M4.4 ; 14日9時17分，いわき沖10km,深さ
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